澎湖群島発見の肥前磁器　（訳　野上建紀） by 盧 泰康 & 野上 建紀
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ガル号」は定員 60 名（見学定員 36 名）、喫水線から
船の外底まで 1.6 ｍであり、水深 2.5 ｍ程度の浅い海
域にまでは入ることができる。福江海中公園の透明度
は、太陽光が十分に差し込む海面付近では水平方向 10
〜 12 ｍ以上であるが、垂直方向は水深 10 ｍぐらいの
海底の砂地がうっすらと見える程度である。海底遺跡
ミュージアム構想の候補地の一つである小値賀島周辺
海底遺跡でグラスボートを使用する場合、水深５ｍ程
度の海底に陶磁器が散乱している山見沖海底遺跡や碇
